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令和８年度 ＰＴＡ・後援会総会次第 

 

Ｉ ＰＴＡ・後援会総会   （14 時 0５分～14 時 5５分） 

 １ ＰＴＡ会長挨拶 

 ２ 後援会長挨拶 

 ３ 学 校 長 挨 拶 

 ４ 議 長 選 出 

 ５ ＰＴＡの議 題 

 （１）令和７年度 事業報告及び会計決算報告（会計監査）について（ｐ.２～４） 

 （２）令和８年度 役員、会計監査の選出について（ｐ.５～６） 

 （３）令和８年度 事業計画及び予算案について（ｐ.７～８） 

 （４）ＰＴＡ会則 （ｐ.９～１１） 

 

 ６ 後援会の議題 

 （１）令和７年度 会計決算報告（会計監査）について（ｐ.１２～１３） 

 （２）令和８年度 役員案について（ｐ.１４～１５） 

（３）令和８年度 予算案について（ｐ.１６） 

 

  ７ 議 長 退 任 

  ８ 閉 会 の 挨 拶 

  ９ 諸 連 絡 

 

Ⅱ 学校からの説明   （15 時 05 分～15 時 35 分） 

    （１）教務部より（ｐ.１７～２０） 

    （２）生徒指導部より（ｐ.２１～２３） 

（３）キャリア教育グランドデザイン（ｐ.２４） 

    （４）進路指導部より（ｐ.２５～２８） 

    （５）いじめ対策委員会より（ｐ.２９～３０） 

 

 

 

Ⅲ 年次別懇談会など  （１5 時 45 分頃～懇談会終了後、解散）） 

  〔会 場〕  3年次：第一体育館  2年次：商業実習室  1年次：農業多目的教室 
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《常任委員会》 

月　　日 活　　動　　内　　容

４月２２日（火） 第１回常任委員会（新旧常任委員会）

　　５月２４日（土） ＰＴＡ・後援会総会

６月　６日（金） 県高Ｐ連・安全互助会社員総会、研究協議会（新潟市：ホテルイタリア軒）　２名出席

７月　８日（火） 第２回常任委員会

　７月１１日（金）,
１２日（土）

北信越地区高等学校ＰＴＡ連合研究大会（福井大会）　２名出席

　８月２１日（木）,
２２日（金）

全国高等学校ＰＴＡ連合会大会（三重大会）　出席なし

　９月 　４日（木） 第３回常任委員会　

１０月 　2日（木） 第４回常任委員会

１１月 　７日（金） 魚沼地区高等学校ＰＴＡ研修会（担当：小出高校/魚沼ボランティアセンター）　２名出席

１１月 １１日（火） 新潟県産業教育振興会　魚沼地区連絡会議　（県立小千谷西高等学校 会議室）　２名参加

２月　５日（木） 第５回常任委員会

２月２７日（金） 同窓会・後援会入会式（卒業式予行日）

３月　２日（月） 第３1回卒業式

４月　７日（火） 入学式　　ＰＴＡ・後援会入会式

４月２１日（火） 第６回常任委員会　（引き継ぎおよびＰＴＡ総会の計画審議　など）　

５月２３日（土） 総会事前準備、　ＰＴＡ・後援会総会

【引継事項等】 ・北信越のPTA連合大会へ参加者を出すことが出来た。今後も継続して行けるとよい。

《赤城祭》

月　　日 活　　動　　内　　容

１０月２１日（火） もちつきのリハーサル（１６時３０分～１８：３０/本校職員玄関付近）

１０月２４日（金） 文化祭事前準備（16時３０分～駐車場ライン引き、テント運搬設営，18時～屋内企画設営）

１０月２５日（土） 赤城祭（文化祭）　　PTA企画：食品販売,パン販売,コーヒー等提供，もちつき（２回：無料提供、合計約１４０人分）

【引継事項等】

・昨年度より参加役員の人数が少ない中、協力体制が強固でスムーズに進行できた。
・昨年より食品の種類や提供数を増やした。当初売れ行きが心配されたが、結果は完売でした。
・買い物袋の用意を忘れてしまった。
・数年ぶりにもちつきを実施。盛況に終わった。
・食品の提供は赤城祭全体から見ても効果が大きい。継続していきたい。
・駐車場のライン引きは２名で２０分くらいかかった。事前にマークをしておいたのでスムーズに引けた。
・テントの運搬で軽トラを役員さんが出してくれたので、非常に助かった。

令和７年度　専門部事業報告
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《教養部会》

月　　日 活　　動　　内　　容

6月10日（火） 第1回合同専門部会　第1回進路教養部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

9月12日（金） 第２回教養部会（講演会について役割分担）

９月３０日（月） 講演会の実施

　

《生活部会》

月　　　日 活　　動　　内　　容

６月１０日（火） 第1回合同専門部会　第1回進路教養部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

６月２５日（水） 第１回あいさつ運動　　　7:40～8:30　6人　　ウェルシアの信号から生徒玄関前に分かれて立ってあいさつする。

７月１６日（水） 第２回あいさつ運動　　　7:50～8:30　6人　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

８月２５日（月） 合同パトロール 　　　　19:00～20:15　14人　十日町大祭りの市内を十日町市青少年育成委員と合同で巡回パトロールをする。

９月１７日（水） 第３回あいさつ運動　　　7:50～8:30　 8人　  ウェルシアの信号から生徒玄関前に分かれて立ってあいさつする。

１０月１５日（水） 第４回あいさつ運動　　　7:50～8:30　6人　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

《広報部会》

月　　日 活　　動　　内　　容

６月１０日（火） 第1回合同専門部会　第1回広報部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

６月２３日(月) 第２回広報部会（Ａ班）。「花のわ」１２８号編集会議

７月２４日(木) 「花のわ１28号」発行

１月１５日(木) 第２回広報部会（Ｂ班）。「花のわ」１２９号編集会議

３月２日(月) 「花のわ１２９号」発行

【引継事項等】

・役員１２名を２班に編成し、遠方の方を前期のＡに、近隣の方を後期のＢに入っていただき、それぞれ編集会議を１回行った。
・生徒からの文章を多めに、また生徒の日常の学校生活の様子がわかる写真を載せるようにした。
・今年度も、昨年度に引き続き『卒業特集号』（３月１日発行「花のわ１２９号）に３年生の保護者４名（各クラス１名）に卒業によせて
と題して寄稿をお願いした。
・キャリア教育発表会に参加いただいた保護者（１名）にも寄稿いただいた。

【引継事項等】

・第１回合同専門部会にて部長・副部長の選出のほか、今年度の活動が講演会実施の方向性が決まった。
　部会で名前の挙がった講師について、講演が可能かどうか事務所への確認をおこなったもの金銭的な面で難しかったこともあり、
改めて選定することを部員の方々に承諾を得た上で小杉部長、丸山副部長、担当職員（新井）の３者で2回教養部会に向けて講師
の選定を進めた。
・第2回の部会で、講師の選定背景や当日の流れ、役割分担などを具体的に確認した。
・生徒参加型の講演の希望があり、充実した活動に向けて先方と学校（生徒対象のアンケート実施）とで実施に向けてやりとりを深
めた。
・昨年度と同様に9月末（第3回定期考査最終日の午後）の実施で、生徒は椅子を持っての講演会への参加とした。
・アンケートの中から部会（２回）はオンライン（Ｚｏｏｍ）会議でもよいとの意見があった。

【引継事項等】

合同パトロールについて
巡回時間もちょうど混んでる時間帯だったので、良かったと思います。学生と思われる子ども達も楽しんでる様子が見れました。
制服を着ていないと生徒かどうかわからない。開始時間も早いし、生徒がわからないため、あまり意味がないかなと思いました。
あいさつ運動について
あいさつすると、元気よく返してくれる子、恥ずかしながらも、あいさつしてくれる子、会釈してくれて子と様々でしたが、こちらもすごく気
持ちが良く、朝から良い気分になりました！良い体験をさせてもらえて、ありがとうございました。
ダラダラと登校する生徒を待ってまでしてこちらが挨拶をする必要性があるのか疑問に思う。それは学校側から何らかの形で指導す
るべきではないか？
祭りのパトロールは、何かあれば声かけなどできるかなと思いますが、あいさつ運動は高校生にはとくに必要ないかなと思いました。
もちろんこちらが挨拶すれば皆挨拶してくれますが、普段からできているのではと思います。
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《常任委員会》 

月　　日 活　　動　　内　　容

４月２１日（火） 第１回常任委員会（新旧常任委員会）

　　５月２３日（土） ＰＴＡ・後援会総会

６月　　日（　　） 県高Ｐ連・安全互助会社員総会、研究協議会（新潟市：ホテルイタリア軒）

７月　　日（　　） 第２回常任委員会

　９月 　　日（　　） 第３回常任委員会　

１０月 　　日（　　） 第４回常任委員会

１０月 　　日（　　） いじめ対策総点検　PTA役員参加予定

１０月　　日（　　） 新潟県高Ｐ連進路対策委員会主催研修会

１１月 　　日（　　） 魚沼地区高等学校ＰＴＡ研修会

１１月 　　日（　　） 新潟県産業教育振興会　魚沼地区連絡会議

２月　　　日（　　） 第５回常任委員会

２月　　　日（　　） 第2回学校評議委員会および地域の声を聞く会　PTA役員参加予定

３月　　４日（木） 同窓会・後援会入会式（卒業式予行日）

３月　　５日（金） 第３１回卒業式

４月　　　日（　　） 入学式　　ＰＴＡ・後援会入会式

４月　　　日（　　） 第６回常任委員会　（引き継ぎおよびＰＴＡ総会の計画審議　など）　

　　５月　　　日（土） 総会事前準備、　ＰＴＡ・後援会総会

《赤城祭》

月　　日 活　　動　　内　　容

１０月２３日（金） 文化祭事前準備（16時～駐車場設営，18時～企画設営）

１０月２４日（土） 赤城祭（文化祭）　　※参考R７PTA企画：食品販売（キッチンカーなど）,パン販売,コーヒー等提供

《教養部会》

月　　日 活　　動　　内　　容

６月　　日（　　） 第1回合同専門部会　第1回進路教養部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

月　　日（　　） 第２回進路教養部会

月　　日（　　） 講演会等の実施

　

《生活部会》

月　　　日 活　　動　　内　　容

6月　　日(　　) 第1回合同専門部会　第1回進路教養部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

６月　　日(　　) 第１回あいさつ運動　　　7:40～8:30

７月　　日(　　) 第２回あいさつ運動　　　7:50～8:30

　８月　　日(　　) 合同パトロール 　　　  18:00～19:15

　９月　　日(　　) 第３回あいさつ運動　　　7:50～8:30

１０月　　日(　　) 第４回あいさつ運動　　　7:50～8:30

《広報部会》

月　　日 活　　動　　内　　容

６月　　日(　　) 第1回合同専門部会　第1回進路教養部会　　　部長・副部長の選出、今年度の活動について

６月　　日(　　) 第２回広報部会（Ａ班）。「花のわ」編集会議

７月　　日(　　) 「花のわ１30号」発行

１月　　日(　　) 第３回広報部会（Ｂ班）。「花のわ」編集会議

３月　　日(　　) 「花のわ１31号」発行

令和８年度　専門部事業計画（案)

　７月　　日（　）,
１２日（　）

北信越地区高等学校ＰＴＡ連合研究大会

　８月　　日（　）,
日（　）

全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
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収入額 2,620,497 　円

支出額 2,620,497 　円

【収入】 （単位　円）

予 算 額(A) 前年度予算額(B) 比較増減(A-B) 摘　　　　　　　要

773,544 1,814,028 △ 1,040,484 前年度から繰越

1,826,000 1,925,000 △ 99,000 会費　＠5,500  

20,953 953 20,000 利息、赤城祭売上金

2,620,497 3,739,981 △ 1,119,484

【支出】 (単位　円）

部　　　費 項　　目 予 算 額(A) 前年度予算額(B) 比較増減(A-B) 摘　　　　　　　要

総     務     費 2,180,000 2,980,000 △ 800,000

会   議   費 40,000 50,000 △ 10,000 PTA連合会、連絡協議会、常任委員会

旅         費 130,000 200,000 △ 70,000 高P連総会､北信越高P連研究大会 等

補助・負担金 250,000 250,000 0 高P連、高体連、高文連、総合学科補助等

渉   外   費 50,000 100,000 △ 50,000 慶弔費、常任委員会案内郵送料　等

需   用   費 180,000 200,000 △ 20,000 総会資料、消耗品、メールサービス、携帯電話

クラブ活動費 1,100,000 1,200,000 △ 100,000 合宿・大会生徒引率、部活動推進補助

進路指導費 180,000 200,000 △ 20,000 進路閲覧室・進学図書整備、模試会計への繰出

行   事   費 120,000 130,000 △ 10,000 入学式、卒業式、体育祭、文化祭

保健厚生費 130,000 650,000 △ 520,000 保健講話、救急法講習会、スクールカウンセラー依頼

教  養  部  費 130,000 190,000 △ 60,000

研   修   費 65,000 100,000 △ 35,000 進路講演会

進路指導費 65,000 90,000 △ 25,000 進路情報発行

生  活  部  費 10,000 20,000 △ 10,000

活   動   費 10,000 20,000 △ 10,000 あいさつ運動等

広  報  部  費 200,000 250,000 △ 50,000

広   報   費 200,000 250,000 △ 50,000 「花のわ」 発行

  予    備    費 100,497 299,981 △ 199,484

2,620,497 3,739,981 △ 1,119,484

   合       計

合　　   　　計

令和８年度  十日町総合高等学校PTA会計予算書（案）

項　　　目

前年度繰越金

会　　　　　　費

雑　　収　　 入
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新潟県立十日町総合高等学校ＰＴＡ会則 

 第１章  名称および事務局 

第１条 本会は新潟県立十日町総合高等学校ＰＴＡといい、事務局をおく。 

 

 第２章  目  的 

第２条 本会の目的は次のとおりである。 

   １ 生徒の教育について保護者と教職員との緊密な連絡をはかる。 

   ２ 家庭、学校および社会における生徒の福祉を増進する。 

 

 第３章  事  業 

第３条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

   １ 生徒の学業および体育の奨励 

   ２ 会員相互の修養研究に対する協力援助 

      ３ その他本会において必要と認めた事業 

 

第４条 本会はその目的を達成するため、次の部をおく。 

      １ 教養部  ２ 生活部  ３ 広報部    

 

 第４章  組  織 

第５条 本会は生徒の保護者、教職員ならびに常任委員会の推薦した本会の趣旨に賛同する有 

    志をもって組織する。 

 

 第５章  役  員 

第６条 本会は次の役員をおく。 

 １）会  長 １ 名 ２）副 会 長 若干名 ３）常任委員 若干名 

 ４）会計監査委員 ２ 名 ５）会   計 ２ 名 ６）書    記 ２ 名 

 ７）委    員（細則第２条による） 

第７条 役員の任期は1ヶ年とする。ただし再任は妨げない。 

第８条 会長、副会長および会計監査委員は会員中から選出し、常任委員会の議を経て総会の 

    承認を得るものとする。 

    会長は本会を代表する。 

    副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその業務を代行する。 

第９条  委員は会員の中から別に定めた規定によって選出され、各部に所属する。委員は常任 

    委員会とともに委員会を構成し重要事項の審議に当たる。ただし緊急を要する時は委 

    員会をもって総会に代行することができる。 

第１０条 各部会の部長、副部長は、会長が会員の中から選出する。各部長、副部長は常任委員

とする。 

    会長、副会長、常任委員および教職員若干名をもって常任委員会を構成する。 

    常任委員会は会長を中心に、重要事項の原案作成に当たる。 

第１１条 会計監査委員は会計事務を監査する。 

第１２条 会計は会長の委嘱によって会計事務を処理する。 

第１３条 書記は会長の委嘱によって会議、本会の記録一切および文書の作成に当たる。 

第１４条 本会は顧問をおくことができる。 

 

第６章  会  議 

第１５条 会議は総会、常任委員会、各専門部会とする。 
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第１６条 総会は定期総会および臨時総会とする。 

    定期総会は毎年事業年度終了後60日以内に開き、諸事項の報告、決算および予算の

審議を行う。 

    臨時総会は会員数の三分の一以上の要求によるほか、必要に応じて開催する。 

第１７条 常任委員会、委員会、各専門部会は必要に応じて開催する。 

 

 第７章  会  計 

第１８条  本会の経費は、会費、事業による収入および篤志寄付による。 

    会費の額は毎年度初めに定めるが、必要と認めた場合は臨時会費によることがある。 

第１９条 本会の会計は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

 第8章  旅  費 

第２０条  県内、県外の出張は県条例および学校の旅費支給内規に準じて支給する。 

第２１条 総会、常任委員会、各専門部会等は支給しない。 

 

 第９章  そ の 他 

第２２条 本会は次の帳簿を備える。 

       １ 会 則   ２ 記録簿   ３ 出納簿   ４ その他必要な帳簿 

 

 第１０章  附  則 

第２３条 本会則は平成１１年５月１９日より改正施行する。 

    平成１５年５月１７日一部改正 

        平成１８年５月２０日一部改正 

    平成２７年５月 ９日一部改正 

    令和 ６年５月１８日一部改正 

        令和 ７年５月２４日一部改正 

Ｐ Ｔ Ａ 細 則 

第 １条 会長は教職員以外の会員中から選出する。副会長の内の1名は校長とする。 

第 ２条 委員は会員の互選によって、学級より３名以上選出する。 

第 ３条 委員は会長の委嘱により、教養部、生活部、広報部のいずれかに所属する。 

第 ４条 広報部は、機関誌の発行を中心とする会員への広報を行う。 

第 ５条 教養部は生徒の学業、進路決定および体育の奨励、会員相互の研修機会の企画などを行う。 

第 ６条 生活部はあいさつ運動等の啓発活動などを行う。 

第 ７条 会員に不幸があったときには、次により弔意を表す。 

１ 保護者及び生徒が死亡したときには、弔慰金として10,000円を贈る。 

２ 教職員及び教職員の配偶者が死亡したときには、弔慰金として10,000円を贈る。 

第 ８条 会員が災害を受けたときは、その程度を考慮して見舞金を贈る。 

第 ９条 その他適用範囲、金額等において前各条の規定により難い場合は、会長・副会長で決定し、

次の常任委員会で報告する。 

第10条 本細則の改正は常任委員会の議を経るものとする。 

第11条  本細則は平成１１年５月１９日より改正施行する。 

         平成１８年５月２０日一部改正 

     平成２９年５月２０日一部改正 

     令和 ６年５月１８日一部改正 

令和 ７年５月２４日一部改正 
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部長 ＊１名 部長 ＊１名 部長 ＊１名

副部長 ＊１名 副部長 ＊１名 副部長 ＊１名

１年次 ４名 １年次 ４名 １年次 ４名

２年次 ４名 ２年次 ４名 ２年次 ４名

３年次 ４名 ３年次 ４名 ３年次 ４名

＊部長・副部長は、各部から選出する

各専門部

＊この他、各年次から補員を選出し、役員に

欠員が生じたときに就任する

教養部

生活部

広報部

全会員

主な活動

講演会などの企画・実施

朝のあいさつ運動及び夜間パトロールの実施

広報誌「花のわ」の編集作業

ＰＴＡ活動への参加・協力

新潟県立十日町総合高等学校　ＰＴＡ役員組織図

点線内：常任委員会

顧問　若干名

会計監査 ２名

教養部 生活部 広報部

ＰＴＡ会長

ＰＴＡ副会長 ＰＴＡ副会長（学校長）

教職員

（教頭・事務長・渉外部）
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新 潟 県 立 十 日 町 総 合 高 等 学 校 後 援 会 会 則 
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収入額 2,547,500   円

支出額 2,547,500   円

 収 入 の 部 （単位：円）

項       目 予 算 額 (A) 前年度予算額(B) 比較増減(A-B)

  繰     越  　 金 886,838 634,365 252,473

  会             費 1,660,000 1,750,000 △ 90,000

  雑     収     入 662 635 27

  合             計 2,547,500 2,385,000 162,500

 支 出 の 部 （単位：円）

 項       目 予 算 額 (A) 前年度予算額(B) 比較増減(A-B)

  運     営     費 30,000 30,000 0

  事     業     費 2,150,000 2,000,000 150,000

（大会補助） 700,000 700,000 0

（合宿補助） 500,000 500,000 0

（研修補助） 0 0 0

(自動車維持管理費） 350,000 200,000 150,000 車検料、保険料、修理費

（自動車購入積立金） 200,000 200,000 0 次回購入の積立金

（クラブ活動支援費） 400,000 400,000 0 部活・学校活動支援

  予     備     費 367,500 355,000 12,500

  合             計 2,547,500 2,385,000 162,500

摘                     要

大会遠征費補助、指定選手合宿補助

合宿生徒引率補助

令和8年度　十日町総合高等学校後援会　予算書（案）

摘　　　　　　　　　　　要

前年度より

＠5,000×332人

預金利息
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教務に関する説明（十日町総合高等学校で大切なこと） 

 教務部 

□十日町総合高校で大切な 3 つのこと  

１ 授業に出席すること 

２ 課題に取り組み、期限までに提出すること 

３ 自分の進路や適性を考え、系列や科目を選択すること 
 

□卒業の条件 

ア 必履修の教科・科目をすべて「履修」していること。 

イ「総合的な探究の時間」を 3 単位以上履修・修得していること。 

ウ「総合的な探究の時間」を含めて、80 単位以上を「修得」していること。 

簡単に表現すると 

「履修
り し ゅ う

」➡出席条件をクリアすること 

「修得」➡出席条件をクリアしたうえで、成績条件もクリアすること。 

「単位の数字」➡1 週間の時間割に入っている授業の時間数と一致 

本校では、通常 3 年間で 89 単位修得が可能。 
 

□知っておきたい注意点 

A 2 期制だが、3 学期制の学校と同じタイミングに成績（課題点等を含む）が出る。 

  夏休み前・冬休み前・年度末 

B １・2 年次は追認考査がない。 

夏休み・冬休みに行われる補習や特別に出される課題が重要になる。 

C 10 分を超える時間、授業場所にいないと、その授業は欠席したことになる。 
 

１ 授業に出席すること 

1 年間を通して、決められた基準以上の時間（本校では標準時数の 4 分の３以上）、授業に出席すると、

「履修」が認められる。 

履修・未履修の判断をわかりやすくするため、本校では次の欠席時数を目安としている。 

 「履修」の目安 「未履修」の目安 

１単位科目の欠席時数 8 時間以下 9 時間以上 

２単位科目の欠席時数 17 時間以下 18 時間以上 

３単位科目の欠席時数 26 時間以下 27 時間以上 

４単位科目の欠席時数 35 時間以下 36 時間以上 

必ず履修しなければならない科目を「必履修科目」という。 

「必履修科目」の履修が 1 つでも認定されない場合は、卒業できない。 

1 年次の科目は、すべて「必履修科目」である。2 年次は 30 単位中 18 単位、3 年次は 29 単位中 5 単

位が「必履修科目」となる。 

※必履修科目一覧 （ ）内の数字は単位数 

1 年次 現代の国語（2） 言語文化（2） 地理総合（2） 数学Ⅰ（3） 化学基礎（2）生物基礎（2） 体育（3） 保健（1）

芸術Ⅰ（2） 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ（4） 家庭総合（2） 情報Ⅰ（2） 産業社会と人間（2） 総合的な探究の時間（1） 

2 年次 論理国語（2） 歴史総合（2） 公共（2） 数学 A（2） 物理基礎（2） 体育（2） 保健（1） 論理・表現 1（2） 

家庭総合（2） 総合的な探究の時間（1） 

3 年次 論理国語（2） 体育（2）  総合的な探究の時間（1） 
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２ 課題に取り組み、期限までに提出すること ➡定期考査以外の取り組みも大事‼ 

① 定期考査（年 5 回実施） 

名称 第 1 回定期考査 第 2 回定期考査 夏

休

み 

第 3 回定期考査 第 4 回定期考査 冬

休

み 

第 5 回定期考査 

時期 5 月下旬 
6 月下旬～ 

7 月上旬 
9 月下旬 

11 月下旬～ 

12 月上旬 

1 月下旬（3 年） 

2 月（1・2 年） 

 

 

② 定期考査以外のテスト 

・1 年次においては、春・夏・冬休み明けに「課題テスト」がある。（国・数・英の 3 科目） 

・「小テスト」を定期的または不定期に行っている科目もある。 
 

③「定期考査成績票」と「通知表」                 ※どちらにも欠席時数は記載あり 

・第 1 回、第 3 回考査の後に配付されるのは、考査の点数（素点）が記された「定期考査成績票」。 

・夏休み前、冬休み前、年度末に配付されるのが、総合成績（評点・評定・観点別評価）が記された「通知表」。 

「総合成績」は「定期考査」の点数のほかに「小テスト」・「課題テスト」「学習態度」・「提出物」などを

総合的に判断して評価したもの。「提出物」などの課題をしっかり提出できるかどうかは「総合成績」

に大きく影響する。 
 

④「修得」 

「履修」が成立した上で、学年末成績の評点が 40 点以上（評定が 2 以上）であるとき、単位の「修得」

が認定される。 
 

⑤「評定」   

評定（5 段階） ５ ４ ３ ２ １ 

評点（100 点法） 80 点以上 79～65 64～50 49～40 39 点以下 

※大学等への推薦入試受験や奨学金申請の際に基準が設けられていることがある。 
 

３ 自分の進路や適性を考え、系列や科目を選択すること 

「総合学科」の特徴は幅広く多様な普通科目・専門科目の中から、生徒が主体的に選択して履修すること。

本校の場合は、2 年次からの所属系列を次の 5 系列の中から選択する。 

人文・自然科学系列  農業生産系列  工業系列  ビジネス系列  生活文化系列 
 

①「系列」選択時の注意点 

 ・希望する系列の科目を、卒業までに 12 単位以上選択する。 

 ・希望する系列の科目を、2 年次で 4 単位以上、3 年次で 4 単位以上選択する。 
 

②「系列」選択の主なスケジュール 

【5 月】系列説明→系列希望調査                         （1 年次のみ） 

【5 月】科目選択ガイダンス                           （１・2 年次） 

【6 月】科目選択調査（１回目） 

【夏休み中】保護者面談で、担任が保護者に選択希望を伝える。 

      生徒も自分の進路や科目選択について保護者と話し合っておく。 

【夏休み明け】科目選択調査（２回目） 

【9～10 月】系列や選択科目の定員調整（選択科目には定員があり、定員を超えた場合は、調整する） 

 

定期考査成績票 定期考査成績票 前期中間成績 

（通知表） 

） 

後期中間成績 

（通知表） 

） 

学年末成績 

（通知表） 

） 
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４ 資格取得について【技能審査の成果の単位認定】  

  在学中に取得した資格について、単位認定を行う。   

 ア 検定取得の年度内に申請が必要である。    

イ 修得した科目の単位に増単することができる。         

ウ 最大36単位まで認定する。 

   ※ そのうち、６単位は卒業認定単位として扱うことができる。［( ) 内は増加単位数 ］ 
  

例 日本漢字能力検定２級 (２単位) 

硬筆書写技能検定２級 (１単位) 

毛筆書写技能検定２級 (２単位) 

実用英語技能検定２級 (２単位) 

珠算能力検定１級 (２単位) 

   日本商工会議所簿記検定２級 (２単位) 

ビジネス文書実務検定１級 (２単位)       

基礎製図検定 (１単位) 

 

５  奨学金に関するご案内 

  さまざまな団体や企業が奨学金事業を行っている。学校では案内が来るたびに生徒に連絡をしている。奨

学金の種類には原則として返還不要な「給付型」と、返す必要のある「貸与型」がある。奨学金の額や申し込

みの条件は奨学金ごとに異なるため、各奨学金の要項を確認することが必要である。なお、校内選考が必

要な場合もあるため本締切の前に校内締切を設けることもある。 

 ※参考：｢奨学金ガイド｣（新潟県）https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kotogakko/1222020128706.html 
 

⑴ 高等学校在学中に利用できる奨学金（経済的事情による就学困難な者） 

ア 新潟県奨学金（貸与型、〆切 5 月 29 日、校内〆切５月 19 日、評定平均 3.0 以上、月額￥18,000） 

イ 丸山育英会奨学金（給付型、〆切６月 17 日、校内〆切 5 月 8 日、月額￥10,000） 

ウ 公益財団法人新潟ろうきん福祉財団奨学金（給付型、〆切７月 15 日、月額￥10,000(新１年次生のみ）) 

エ 各市町村の奨学金    → 十日町市、上越市、南魚沼市、津南町など 

その他、教室掲示等で随時案内  

※校内選考や書類準備等のため、要項掲載の〆切よりも校内〆切が早めに設定される場合が多い。 
 

⑵ 高等学校卒業後に利用できる奨学金 

 ア 日本学生支援機構奨学金 

 イ 各市町村の奨学金    → 十日町市、上越市、南魚沼市、津南町 

  ここで紹介した奨学金以外にも、企業・自治体が奨学金事業を行っている。生徒に向けては随時案内を 

  行っていく。 
 

 日本学生支援機構奨学金について 

  ・大学、短大、専門学校への進学をサポートする奨学金。高校在学中（３年次）に予約ができる。 

 ・学力と家計基準の両方を満たす人が対象となる。 

 ・「授業料等の減免制度」の利用を希望する場合は、「日本学生支援機構給付型奨学金」の申し込みが必要と   

なる点に注意が必要。 

 ・毎年少しずつ制度の内容や申し込み手続きについて変更があるので、新しい情報をもとに手続きを進める

必要がある。 
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① 給付型（返還不要） 

   ・学力基準：評定平均値３.５以上か、進学先での高い学修意欲を有すること 

   ・家計基準：住民税非課税またはそれに準ずる世帯および資産の合計額が一定額未満        

      ・支給月額：9,800～75,800 円（世帯所得・進学先により異なる） 

 

② 貸与型（返還が必要） 

   □第一種奨学金（利子なし） 

   ・学力基準：評定平均値３.５以上／家計基準：省略 

     ※経済的に極めて困難な生徒には、第１種奨学金の学力基準緩和がある。 

   ・貸与月額：20,000～60,000 円以内（家計基準・進学先・自宅内外により異なる） 

    ※「給付型」が採用された場合に「第一種奨学金」の貸与額が 0 円になる場合もあるため、 

     「第二種奨学金」との併用等を検討しておいた方がよい場合もある。 

 

  □第二種奨学金（利子あり） 

      ・学力基準：学習成績が平均水準以上／家計基準：省略 

   ・貸与月額：20,000～120,000 円 

  

  ③ 入学時特別増額貸与奨学金 

   ・利子あり、貸与額：100,000～500,000 円 

   ・入学時特別増額貸与奨学金は「国の教育ローン」に申し込み、低所得を理由に利用できなかった                

世帯の生徒に貸与するもの。入学時特別増額貸与奨学金のみの貸与はできない。 

   ・進学後の初回に一括振り込まれる。進学前に必要な「入学金」等については、労働金庫の「入学時     

必要資金融資制度」等を検討するとよい。 

 

  ④ 多子世帯支援 ※令和 7 年度から開始 

・生計維持者の扶養する子どもの数が３人以上であり、かつ申請する者が生計維持者に扶養され 

ている世帯が対象となる。（住民税上の扶養する子どもの数が３人以上いる間、第１子から支援） 

・授業料や入学金の減免の支援を所得制限なく受けられ、給付奨学金は所得に応じた金額が支給さ   

れる。 

  

申込み締め切り→ 第１回５月下旬 ／ 第２回６月下旬 ／ 第３回 7 月下旬 

予備回（急な進路変更等）：別途連絡 
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PTA 総会資料 

令和 8年 5月 23日 

生徒指導部 

生徒指導について 

１ 指導方針 

・社会性を身に付け、集団生活のルールやマナーを守れる生徒の育成。 

・自らを律することで自分の気持ちをコントロールし、相手や周囲のことを考えて行動 

できる生徒へと導く指導。 

２ 年間指導内容 

（１）交通安全指導 

・街頭指導（４月・９月） 場所：駅やコンビニ、交差点  時間：下校時 

    ・原付実技講習（４月・９月）場所：十日町自動車学校、内容：実技講習、講義（交通課）  

・交通講話（５月）  

                      

（２）生活指導 

・長期休業前の指導：文書配布、全校生徒への生徒指導部からの話  

・昼休み校内巡視：スマートフォン等の不適切使用防止 

・みだしなみ検査：長期休業明けに全校で実施 

    ・生徒指導部たよりの発行：生徒へのメッセージ発信や、注意喚起に活用 

 

（３）いじめ対策 

    ・いじめ対策委員会主導で、年次集会などの機会を利用し、学校の様々な場面で、他者を尊

重し互いに協力し合う心を持つよう指導し、「いじめ」問題が無くなるよう努める。 

・学校生活アンケートを年３回以上実施して生徒の実態を把握し、生徒の声を聴き取ること

で、悩み等の早期発見と解決に努める。 

 

３ 生徒指導上の問題行動について 

   【令和８年度の状況】  

○特別指導 １件 （令和６年度３８件・令和７年度６件） 

○いじめ認知 ０件   

指導には至っていないが 

・一部の生徒に他の迷惑を顧みない、自己中心的な言動がある。 

・人間関係のもつれ、トラブルが多い。  

・SNS 関係の問題も目立つ。 

４ 生徒の傾向について 

・学校全体として、生徒は大変落ち着いた雰囲気で学校生活を送れているが、一部に規範 

意識の薄い生徒もみられる。 

・積極的に挨拶をする生徒が増えている。 

・身だしなみ検査で、身だしなみへの意識は高まってきているが、スカート丈・ネクタイやリ

ボンの着用などで指導を受ける生徒もいる。  

   ・スマートフォンの不適切使用について、スマホ依存が心配される。 

   ・人間関係をうまく構築できない生徒がおり、トラブルの生じる可能性がある。 
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令和８年５月２３日 

生 徒 心 得 
県立十日町総合高等学校  

１ 校内生活について 
（１）登校は、午前８時３０分までとし、下校は午後６時１５分までとする。 

（２）登下校の際は、制服を着用する。 

（３）登校後は、放課後まで外出してはならない。やむを得ない理由で外出、または早退する場合は、学級担任に届

けて許可を得ること。ただし、４年次以降生は、その後授業がない場合は下校しても良い。 

（４）欠席、遅刻、早退、忌引、欠課は、事前に保護者が連絡すること。 

（５）頭髪･服装等の身だしなみは面接試験等に通用する状態を基本とする。 

（６）頭髪は自然のままの髪を保ち、端正な髪型にまとめる。染髪・脱色・変色（ドライヤー、アイロンなどのかけ

過ぎなど）・カール・パーマ・エクステンション等は禁止する。 

（７）化粧やアクセサリー等は禁止する。リップクリームや日焼け止めを用いる場合は無色（リップクリームは無光

沢）のものに限る。 

（８）携帯電話・スマートフォン・タブレット（学校から配布されたタブレットは除く）をはじめ、学校生活に必要

でないもの等は、登校してから下校するまで電源を切り使用しない。また、放課後まで個人ロッカーで保管す

る。但し、家庭などと連絡をとる必要がある場合は、近くの職員の許可を得ての使用を認める。不適切な使用

が発見された場合は、担任が預かり、該当生徒を指導するとともに家庭連絡のうえ返却する。 

 

２ 校外生活について 
（１）外出は、特別の場合を除いて午後１０時までとする。 

（２）風紀上有害な遊び場（パチンコ等各種遊戯場や飲酒中心の店等）への出入りは、禁止する。 

（３）生徒間の外泊は禁止とする。やむを得ない場合はお互いの保護者の承諾を得ること。 

 

３ 服装について 
（１）制服は本校指定のものを着用する。 

（２）衣替え期間は設定しない。気温の寒暖や各自の体調に合わせ調節する。ただし、ブレザーを着用するときはネ

クタイまたはリボンを着けること。 

※着こなしの詳細については、掲示ポスター等に従うこと。 

（夏服） 

・ネクタイまたはリボンの着用は自由。 

 ※ただし、学校行事等で着用の指示があった場合は、ワイシャツ（白）またはブラウス（白）に着用する。 

・スラックスまたはスカートにワイシャツ（白）またはブラウス（白）またはポロシャツ 

（学校指定のもの）を着用する。ワイシャツまたはブラウスはスラックスの中に入れる。 

 （冬服） 

・ネクタイまたはリボンを常時着用する。 

・スラックスまたはスカートにワイシャツ（白）またはブラウス（白）、ブレザーを常時着用する。  

（３）制服を変形（改造）してはならない。 

※ 変形（改造）した場合は再購入してもらう。 

（４）制服を譲り受けて着用する場合は生徒指導部の許可を得て、ネーム等の刺繍の入れ直しをして、着用するこ

と。 

（５）冬服時のセーター、ベスト、カーディガンなどはＶネックのものか学校指定のものを着用し、上着から出ない

ようにする。セーター、ベスト、カーディガンの色は、白・黒・紺・グレー･ベージュなどの華美でないもの

とする。丸首セーター、トレーナー、パーカーなど着用禁止とする。 

（６）靴下は、白・黒・紺などの華美でないものを着用すること。 

ベルトは、黒・茶などの華美でないものを着用すること。 

 

４ アルバイト（就労行為）について 

（１）長期休業中（夏季・冬季・春季）のアルバイトについて 

①「アルバイト届け」を提出する。但し、欠点科目が無い場合に限る。 

②次の職種は禁止する。 

・法律で禁止されているもの ・宿泊を伴うもの ・夜８時以降のもの 

・高校生として不適当なもの(アルコールの提供を主とする飲食店、ゲームセンター等) 
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（２）平常時アルバイトについて 

①原則として禁止であるが、やむを得ない事情のある生徒については、生徒指導・担任が保護者に事情を確認 

後、保護者資料・担任作成資料を基に校長が可否を判断する。認められた場合は「アルバイト許可願」を提

出する。１年次は原則として夏季休業終了後とする。 

②週 3日以内とし、平日（授業日）は午後 4時以降、午後 8時までとする。 

③定期考査１週間前から考査期間終了までは禁止とする。 

④職種については上記（１）と同様とする。 

⑤成績不振、欠席、遅刻、欠課、怠学、服装や頭髪の乱れ等、日常の学校生活に支障がみられる場合及び上記 

項目に反する場合は、許可をしない。また、許可を取り消す。 

⑥平常時のアルバイトを認められている者で長期休業中も同じ所で行う場合は、別に長期休業中のアルバイト 

届けを提出する必要はない。 

⑦無許可アルバイトで指導を受けたものは指導後３ヶ月間はアルバイトを認めない。 

 

５ 原付バイク、自動車について 

（１）原付バイクの免許取得に関して 

①原付バイクの運転免許取得希望者は、「許可願」を学級担任に提出し、取得後は「取得届、原付バイク登

録」を提出する。 

②講習会参加、免許取得は、１年次の夏季休業開始日以降の休業日とする。 

③自動二輪の運転免許取得及び運転・同乗は、禁止する。 

（２）自動車の免許取得に関して 

①自動車の運転免許取得希望者は、「自動車学校入学許可願」と「自動車免許取得に関する誓約書」を学級担

任に提出する。 

②自動車学校への入校は、３年次の夏季休業開始日以降認める。準中型自動車の免許取得については、進路に

必要と考えられる場合、取得を許可する。（学校の授業や行事に差し支えの無いように受講すること） 

③免許センターでの免許取得に関しては、３年次の夏季休業以降の休業日とする。 

④自動車の運転は卒業まで禁止する。但し、卒業式後は保護者が同乗する場合は運転を許可する。 

⑤免許取得に関する事項は定期考査 1週間前より定期考査期間終了まで禁止する。 

（３）原付バイク・自転車通学について 

①原付バイク通学は、学校で定めた範囲で交通の不便な者に限り許可する。ただし、部活動関係の事情により

通学を希望する者は、部活動顧問と相談の上許可することもある。 

②原付バイク通学（最寄り駅まで利用する者も含む）を希望する者は、「許可願」を学級担任に提出し、講習

会を受けて諸条件を満たした後に許可される。 

③自転車通学を希望する者は、「自転車通学届及び自転車登録」を提出し、ステッカーの交付を受ける。 

④冬期間は、原付バイク及び自転車通学を禁止する。 

⑤交通違反等をした場合は許可を取り消すこともある。 

 

６ 許可、届けを必要とするもの 

許可が必要なもの 届けが必要なもの 

登校後の外出、早退 

【外出、早退許可届】 

遅刻、欠席、公欠、忌引をする場合

【担任に連絡】 

原付バイク、自動車の運転免許証を取得する場合 

【原付免許取得許可願、免許取得および原付バイク登録】 

【自動車学校入学許可願、普通自動車免許取得に関する誓約書】 

長期休業中にアルバイトをする場合

【アルバイト届】 

 

普通自動車免許取得届 

原付バイクで通学する場合 

【原付バイク通学許可願】 

自転車で通学する場合 

【自転車通学届及び自転車登録】 

通年のアルバイトをする場合 

【平常時アルバイト許可願】 
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【
地
域
と
連
携
し
た
総
合
学
科
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
学
校
】

 

・
総
合
学
科
の
特
色
を
生
か
し
、
生
徒
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
主
体
的
・
発
展
的
に
思
考
で
き
る
力
を
育
む
。

 

・
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
地
域
企
業
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
、
職
業
的
自
立
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

 

 

新
潟
県
立
十
日
町
総
合
高
等
学
校

 
キ
ャ
リ
ア
教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
令
和
８
年
度
）

 
                
３
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次

 

    
１

 

  
年

 

  
次

 

   

 

  

・
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
進
路
先
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。）

 

＜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
＞

 
 

 

・
事
後
指
導

 
（
振
り
返
り
）

 
 

 
 

 
 

 
 

  

・
実
習
（
実
践
）

 

・
企
業
研
究
、
事
前
訪
問

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
目
的
確
認
、
希
望
調
査

 

 

 「
産
業
社
会
と
人
間
」

 

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成

 

・
社
会
と
の
関
わ
り
「
福
祉
・
国
際
・

 

 
金
融
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

 

・
進
路
理
解
と
職
業
理
解

 

・
系
列
／
科
目
選
択

 

 

〈
進
路
学
習
〉

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
進
路
別
実
践
的
指
導

 

・
面
接
指
導

 

・
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
全
体
／
進
路
希
望
別
に
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回
）

 

・
進
路
カ
ル
テ
の
作
成

 

・
進
路
希
望
確
認

 

社 会 人 準 備 講 座  

（  巣 立 ち 教 室 ・  

消 費 者 生 活 ・  

法 律 ・ 年 金  ）  

講 座) 

年 金 セ ミ ナ ー  

 

 

 
部
活
動

 
進
路
指
導

 
生
徒
指
導

 
生
徒
会

 
特
別
活
動

 
年
次

 
各
教
科
・
科
目

 
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

 

＜
学
び
を
深
め
る
時
間
＞

 

    カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
補
い
、
学
び
の
意
義
や
方
法
を
理
解
し
て
い
く
。

 

・
朝
学
習

 →
 
積
み
重
ね
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
基
本
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を
作
る
。

 

・
学
習
会

 →
 1
つ
上
の
レ
ベ
ル
の
内
容
を
学
習
す
る
こ
と
で
未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
。 

・
模
擬
試
験

 →
 
現
在
の
力
を
知
り
、
次
の
学
習
へ
と
つ
な
げ
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。
 

・
発
表
会
→
探
究
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
分
か
り
や
す
く
プ
レ
ゼ
ン
す
る
力
の
育
成

  

 

＜
将
来
を
紡
い
で
い
く
時
間
＞

 

地
域
に
入
り
、
仕
事
や
学
び
の
現
状
や
可
能
性
を
知
り
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
自
分
は
将
来

何
を
す
る
か
考
え
て
い
く
。

 

＜
地
域
・
社
会
を
知
る
時
間
＞

 

様
々
な
講
演
を
通
し
て
地
域
・
社
会
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
知
り
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
。

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
発
表
会

 

「
探
究
学
習
成
果
」「

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

  

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準
備

 

・
地
域
理
解
講
演
、
上
級
学
校
模
擬
授
業
等

 

・
地
元
の
企
業
見
学
、
体
験
学
習

 

・
学
び
の
意
識
啓
発
講
演
会

 

講  演  会  （  保  健  講  話  ・  人  権  講  話  等  ）  

人  権  学  習  （  結  婚  差  別  ・  就  職  差  別  等  ）  

主  権  者  教 育  （  議  会  の  活  動  ・  選  挙  制  度  等  ） 

平  和  学  習   （  国  際  協  力  ・  長  岡  空  襲  等  ）  

 
〈
朝
学
習
〉

 

○
基
礎
的
な
反
復

 

国
語

 
漢
字
・
語
句

 

数
学

 
数
Ⅰ

 

英
語

 
単
語
・
読
解

 

S
P

I 
一
般
常
識

 
等

 

就
職
・
公
務
員
・
大
学
入

試
な
ど
に
対
応
で
き
る

汎
用
的
な
内
容
を
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
身
に
つ

け
て
い
く
。

 

○
表
現
力
育
成

 

表
現
シ
ー
ト

 

様
々
な
文
章
を
読
み
、
根

 

拠
・
理
由
・
意
見
を
ま
と
め

 

て
い
く
練
習
。
面
接
や
小
論

文
な
ど
に
対
応
す
る
。

 

 

  

〈
毎
月
の
学
習
会
〉

 

 

英
語
・
数
学
・
国
語

 

 

共
通
テ
ス
ト
や
看
護

系
、
公
務
員
系
な
ど
の

問
題
に
対
応
し
た
高
い

レ
ベ
ル
の
内
容
を
学
習

す
る
。

 

↓
 

や
り
方
が
わ
か
れ
ば
解

け
る
、
と
い
う
自
信
が

進
路
希
望
の
範
囲
を
広

げ
て
い
く
。

 

○
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

 

ク
ラ
ス
活
動
で

 

協
働
す
る
力
を
養
う

 

     

〈
基
礎
力
診
断

 

テ
ス
ト
〉

 

学
び
の
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
。

 

 

○
事
前
学
習

 

付
属
の
テ
キ
ス
ト

で
予
習
す
る
。

 

↓
 

○
チ
ェ
ッ
ク

 

基
礎
力
・
思
考

 

判
断
・
表
現
力

 

を
診
断
す
る
。

 

↓
 

○
振
り
返
り

 

診
断
レ
ポ
ー
ト
を

も
と
に
弱
点
分
野

に
取
り
組
む
。

 

     

社 会 生 活 講 座( マ ナ ー) 

 

租 税 教 室( 納 税) 

キ
ャ
リ
ア
教
育
発
表
会

 

「
３
年
間
の
成
果
（
道
の
り
）」

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
発
表
会

 

 
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

 

自
分
の
進
路
を
考
え
る
指
標

 

2
年
次
の

1
月
か
ら
は

3
年
次
の
０
学
期
が
は
じ
ま
る
！

 

 

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」『

～
T
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m

u
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紡
ぎ
）
学
～
』
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有
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来
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ぎ
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探
究
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動
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開
す
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進
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探
究
】
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地
域
探
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企
業
探
究
】【

S
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G
s
等
探
究
】
等
で
そ
れ
ぞ
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

 

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

 

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

 

・
ポ
リ
シ
ー

 

〈 ポ ー ト フ ォ リ オ 〉  各 年 次 で の 自 分 の 足 跡 を 記 録 し て ま と め る  

〈 地 域 連 携 〉  地 域 の 行 事 ・ イ ベ ン ト に 参 加 し て 地 域 の 人 と の 連 携 を は か る   
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令和８年５月 23 日 

        進 路 指 導 部  

１ 進路概況 

 （１）大学進学率及び国公立大学進学数 

                                                          

                                                                                      

                                                          

 

  ・大学進学者は、平年並み（Ｒ６が多かった）。 

  ・内訳（指定校９、公募制２，総合型７） 

年内入試の傾向が強い。総合型選抜利用者の年々増加。 

→「入れる大学」から「入りたい大学」への意識変化か！ 

  ・大学入学共通テスト受験者・・・２名 

   

 （２）専門学校を含む進学傾向について 

   ・平年並み。 

   ・内訳（指定校 30、公募制 0、総合型（AO）39） 

   ・早期の合格決定を求める傾向あり。 

  

 （３）就職希望者の推移                                  

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 Ｒ７ 

就職者の割合（％） 31.3 31.8 20.5 16.2 27.5 26.0 21.4 19.0 

県内就職者の割合（％） 84.3 89.5 88.6 87.0 95 87.2 67.9 72.7 

県外就職者の割合（％） 15.7 10.5 11.4 13.0 5.0 12.8 32.1 27.2 

高卒有効求人倍率  6.49（5.21）（十日町管内）   4.93（4.37）（新潟県）  （昨年度） 

就職内定率    100.0％（100.0）（十日町管内） 97.5 （97.0）（新潟県） 

・地元志向が強いが一定数関東方面の県外就職者がいる。 

・地元企業からは本校の生徒を是非採用したいと多くの求人がある。 

建設業、製造業、販売・小売業の求職が多い。 

    ・就職活動：7月 1日求人公開、8月下旬一次応募書類発送（短期間で応募先を決める必要あり） 

 

２ 本校の取り組み（キャリア教育グランドデザインをもとに）  

 （１）学びを深める時間 

①朝学習（月～木（年次別）金（全年次、表現シート）） 

    ・規則正しい生活習慣と学習習慣を身につけさせる。 

・継続的に学習することの意義を実感させる。 

   ②放課後・長期休業中の進学補習（学習会）と校外模試（進学者向け）の活用 

    ・「自分から勉強する」という意欲を引き出す。 

    ・少し高いレベルの学習に挑戦する。 

③その他 

・Ｒ４年度より、「大学入学共通テストおよび私大一般入試受験者」に対して受験支援の強化。 

 （特編授業等） 

    ・Ｒ５年度より「進路閲覧室」（教室棟 2階）の設置 

 

 

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 Ｒ６ Ｒ７ 

大学進学者の割合（％） 15.3 5.1 4.7 9.2 11.7 15.3 24.1 15.5 

国公立大学進学者数（人） 2 0 0 0 0 0 0 １ 
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（２）将来を紡いでいく時間（紡ぎ学） 

   １年次 地域理解、地元企業理解 

   ２年次 インターンシップ（職業理解） 

   ３年次 ２年次後半から、３年次ゼロ学期とした進路指導 

     地元企業理解を進めた上で将来就く職業・業種を考えていく。ミスマッチを防ぐために。 

 

３ 本年度の重点取組み 

 （１）学力向上に向けた対応 

   ・新教育課程に則した指導を行い、生徒の状況や入試制度に即した指導を行う。 

   ・朝学習を活用し、学習へのモチベーションを上げる等各指導の連動性を高め進路実現につなげる。 

   ・模試の結果を反映させた面談指導を充実させ、本校卒業後の対応力や目標を明確化させること。 

 

（２）医療従事者希望への対応 

       妻有・魚沼地域・新潟県内に定着してくれる学生を求めている。（医療従事者の確保） 

・高校生 1日看護体験参加（全年次） 

    ・医療看護系模試の実施 （３年、２年）  

 進学実績（看護系進学者） 

Ｒ７年度 大学３、専門２（指定校４、公募制１） 

Ｒ６年度 大学０、専門７（指定校２、公募 2、総合型３ 

Ｒ５年度 大学０、専門８（指定校３、公募２、一般１） 

Ｒ４年度 大学１、専門８ 

    ・医療系従事者向けの奨学金制度多数あり。 

 
 
 

１学校・生活面において 

（１）遅刻・早退・欠席をしない。時間を守り、規則正しい生活を送る。 

８：３０朝学習開始 

   （２）学業・部活動・生徒会活動・資格取得などに力を入れる。 

・評定平均は進学だけでなく就職にも関係あり → 平均3.5以上を目標に （奨学金の無償貸与の基準） 

   ・部活動３年間継続は最大のアピール 

（３）将来を見据えた科目選択 

・進路先や受験で必要な科目を選択する。（秋に次年度の選択科目が確定） 

安易な科目選択は進路選択の幅を狭める 

 

２ 家庭において 

（１）生徒と保護者一緒に進路（将来）の話をする。子どもまかせにしない。 

（２）進学費用の話を早期に行い、進学の可否を早めに子どもと相談する。 

   ・日本学生支援機構の奨学金の予約申し込みは、3年の５～６月頃。奨学金の利用は慎重に考える。･･･借金です。 

（学校を卒業→就職･･･途中で離職するなど返済不能となることも想定し検討が必要） 

・返済不要の奨学金（給付型）や特待生制度なども視野に入れる。（早めの情報収集を！） 

・進学費用の捻出が難しい時には、早めに生徒に伝えて欲しい。 

合格後、入学金払い込みの段階で「こんなにお金がかかるとは思ってなかった、辞退したい・・・」というケースがあり

ます。（学校推薦の場合入学辞退できません。）  

※推薦入試、総合型選抜の入学金等の支払い時期は、3年の 10月～12月頃です。奨学金は、原則入学後に支給さ

れる。（大学の場合：合格発表の約2週間後頃に納入が必要。 入学金＋初年度の学費の 1/2程度） 

～ご家庭へのお願い～ 
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令和 7年度 進学先の受験区分 

 AO・総合型選抜 学校推薦型選抜 一般入試 

大  学 ７ 11（９） 0 

短期大学 0 ２（2） 0 

専修学校 39 30（30） 2 

合 計 46 43（4１） ２ 

 学校推薦型選抜（ ）内の数字は指定校推薦 

令和７年度卒業生 進路概況         （令和８年３月末日現在） 

進 路 種 別 男 女 合計 ％  昨 年 度 ( ％ ) 

大 学 ６ 12 18 15.5  24.1 

短 期 大 学 ０ ２ ２ 1.7  0.7 

専修・各種学校等 28 41 69 59.5  48.9 

職業能力開発施設等 ２ ０ ２ 1.7  2.2 

就 職 
民間企業 14 ８ 22 19.0  17.5 

公 務 員 ０ ０ ０ 0  2.9 

そ の 他 １ ２ ３ 2.6  3.6 

合   計 51 65 116 100.0  100.0 
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２
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２
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潟
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２
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２
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業
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期
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令
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７
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卒
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※その他･････受検、応募中、家事後継など 
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飛
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希
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胸
に
創
造
性
を
発
揮
し
大
空
へ
羽
ば
た
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～ 

令和８年４月１日発行 

新潟県立十日町 

総合高等学校 

進路指導部発行 

入学式号 

～第 67号～ 
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１．就職者職種別人数 
 

管理的 

業務 

研究 

技術 

法務 

経営等 

医療 

看護 

保健 

保育 

教育 

事務的 

業務 

販売 

営業 

福祉 

介護 
サービス 

警備 

保安 
農林漁業 

製造 

修理 

塗装 

製図 

配送 

輸送 

機械運転 

建設 

土木 

電気工事 

運搬 

清掃 

包装 

選別 

合計 

男  １    １  １ ２  １ ５  ２ １ 14 

女       ３  ３ １  １    ８ 

 

２．民間企業就職者の地域別人数         

  十日町管内 県内 県外（県内勤務） 県外 合計 

男子 ４ ７ ０ ３ 14 

女子 ０ ４ １ ３ ８ 

合計 ４ １１ １ ６ 22 

【
魚
沼
・
南
魚
沼
管
内
】
（
１
名
） 

み
な
み
魚
沼
農
業
協
同
組
合 

 

【
長
岡
管
内
】
（
２
名
） 

（
株
）
原
信
（
ア
ク
シ
ア
ル
リ
テ
イ
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）（
２
） 

 

【
小
千
谷
管
内
】（
１
名
） 

中
越
住
電
装
株
式
会
社 

 

【
上
越
管
内
】
（
１
名
） 

三
星
工
業
（
株
） 

 

【
新
潟
管
内
】
（
６
名
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（
株
）
ハ
イ
ワ
ン 

（
株
）
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
新
潟
支
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（
株
）Elevation 

（
株
）
新
潟
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ボ
タ 

（
株
）
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原
板
金
工
業
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株
）
栗
山
米
菓
ば
か
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け
フ
ァ
ク
ト
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ー
株
式
会
社 

 

 

【
県
外
求
人
・
勤
務
地
新
潟
県
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】
（
１
名
） 

（
株
）
シ
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ス
（
新
潟
市
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《
県
外
（
６
名
）》（
勤
務
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県
外
） 

木
村
木
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フ
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ト
（
株
） 

（
株
）
ア
ー
ス
ホ
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ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２
） 

（
株
）
か
ぶ
ら
や
（
２
） 

一
般
財
団
法
人
航
空
保
安
事
業
セ
ン
タ
ー 

     

 
専
修
学
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（
６
９
名
） 

 

【
県
内
】
（
５
６
名
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ア
ッ
プ
ル
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ 

 

国
際
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・
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カ
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（
２
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国
際
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ー
タ
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シ
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３
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ュ
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門
学
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（
６
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際
ペ
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ー
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（
４
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テ
ル
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ダ
ル
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門
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校
（
４
） 

国
際
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理
製
菓
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校
（
５
） 

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
エ
専
門
学
校
（
２
） 

新
潟
こ
ど
も
医
療
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門
学
校 

 

新
潟
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ン
ピ
ュ
ー
タ
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門
学
校 

に
い
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た
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理
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門
学
校
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（
２
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新
潟
デ
ザ
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ン
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門
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（
２
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潟
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ジ
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ス
専
門
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潟
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ト
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２
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看
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校 
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潟
建
築
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ア
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の
づ
く
り
大
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（
２
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潟
国
際
自
動
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大
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（
２
） 

新
潟
柔
整
専
門
学
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（
２
） 

新
潟
情
報
専
門
学
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長
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校 

長
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ジ 
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） 
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【
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自
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車
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ル
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ス
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ー
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校
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東
京
ビ
ュ
ー
テ
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ー
ア
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ト
専
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学
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東
京
歯
科
衛
生
専
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校 

日
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部
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属
看
護
専
門
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校 

日
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子
専
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校 
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専
門
学
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就
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（
２
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） 
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１
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【
十
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）
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越 
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ＰＴＡ総会 保護者連絡
十日町総合高等学校
いじめ対策委員会

子どものＳＯＳに気づくために
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子どものＳＯＳに気づいたら

学校や公的相談窓口に相談
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日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等

1 水 年度初休業(～4/6) 1 金
10分短6限迄、7限交通安全講話
3年次歯科検診(9:00～10:00) 1 月 1 水 第２回考査 1 土 1 火

2 木 2 土 2 火 2 木 2 日 2 水

3 金 3 日 憲法記念日 3 水 3 金 3 月 3 木

4 土 4 月 みどりの日 4 木 4 土 ﾍﾞﾈｯｾ記述模試(3年) 4 火 4 金

5 日 5 火 こどもの日 5 金 5 日 全商ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定 5 水 5 土

6 月 6 水 (憲法記念日の)振替休日 6 土 6 月 6 木 6 日

7 火
大清掃 新任式 前期始業式
身だしなみ検査　入学式 7 木

生徒対象救命講習会(16:00～)
　　　　　　　　　　　　　　　　　尿検査二次 7 日 7 火 7 金 7 月

8 水
1受験ｶｰﾄﾞ(S)　　234基礎力診断ﾃｽﾄ
56対面式･部同好会ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(1年) LHR(23年） 8 金 内科検診 8 月 8 水 3年次保健講話（献血L） 8 土 8 火

9 木
1-3限 課題ﾃｽﾄ(1年)・授業(23年)、45限 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(1年
産社)、23年L 、6限 授業(1年情報、3年S） 9 土 9 火 9 木 9 日 学校閉庁日④ 9 水 生徒会選挙立会演説会（L）

10 金 十総交歓会　 10 日 学校閉庁日① 10 水 体育祭予行（56限） 10 金 10 月 学校閉庁日 10 木

11 土 ﾍﾞﾈｯｾ記述模試(3年) 11 月 11 木 体育祭１日 11 土 11 火 山の日　学校閉庁日⑤ 11 金

12 日 12 火 12 金
体育祭予備日学校生活ｱﾝｹｰﾄ①配布(提出
15日入力19日) 12 日 12 水 学校閉庁日 12 土 ﾍﾞﾈｯｾ駿台共ﾃ模試(3年)

13 月 委員会編成（放課後） 13 水 13 土 13 月 13 木 学校閉庁日 13 日

14 火
1年次結核･心臓検診13:30～15:30
評議委員会(放課後) 14 木 第１回考査 14 日 14 火 14 金 学校閉庁日 14 月

15 水 部活動編成(放課後) 15 金 第１回考査 15 月 面談週間①(5分短～6/19) 15 水 1年次ﾏｲﾅﾋﾞ進学ﾗｲﾌﾞ(1～4限産社56限S) 15 土 15 火

16 木 10分短6限迄､7限身体計測　尿検査一次 16 土 16 火 2年次性の保健講話(6限L) 16 木 16 日 学校閉庁日⑥ 16 水 赤城祭企画(6限L)   就職試験開始

17 金 17 日 学校閉庁日② 17 水 第1回同和教育学習会(6限S) 17 金 17 月 17 木

18 土 18 月 第１回考査 18 木 3年次的場さん講演会(56限S) 18 土 18 火 18 金

19 日 19 火 第１回考査　56限結団式・選手決め(L2) 19 金 19 日 19 水 19 土

20 月 20 水 全年次SNS適性使用講演会(6限L) 20 土 学校閉庁日③ 20 月 海の日 20 木 20 日

21 火 1年次歯科検診(9:00～10:00) 21 木 21 日 全商ビジネス計算実務検定 21 火 21 金 21 月 敬老の日

22 水 生徒総会/激励会(1～5限5分短縮拡大6限) 22 金 22 月 22 水 5分短縮授業 22 土 22 火 国民の休日

23 木 バイク実技講習会PM 23 土 PTA総会（3限後昼休み4限授業公開） 23 火 23 木 5分短縮授業  月曜授業 23 日 23 水 秋分の日

24 金 2年次歯科検診(9:00～10:00) 24 日 ﾍﾞﾈｯｾ共ﾃ模試(3年) 24 水 24 金 5分短縮授業4限迄 全校集会② LHR 24 月
全校集会③ 身だしなみ検査　LHR
1年次課題ﾃｽﾄ　 心の健康観察 24 木 月曜授業

25 土 25 月 PTA総会代休 25 木 25 土 夏季休業日（～8/23） 25 火 1受験ｶｰﾄﾞ(S)234基礎力診断ﾃｽﾄ56授業 25 金 第３回考査

26 日 26 火 26 金 第２回考査 26 日 26 水
激励会･赤城祭企画(L)
　　　　　　　面談週間②（5分短～9/1） 26 土 学校閉庁日⑦

27 月 27 水 27 土 27 月 27 木 27 日 全商情報処理検定

28 火 28 木 28 日 全商簿記実務検定 28 火 28 金 28 月 第３回考査

29 水 昭和の日 29 金 第１回実用英語検定（放課後） 29 月 第２回考査 29 水 29 土 29 火 第３回考査

30 木 水曜授業　心の健康観察 30 土 30 火 第２回考査 30 木 30 日 30 水 第３回考査　薬物乱用講座(5限)

31 日 31 金 31 月

県総大　会期5/29㈮～6/7㈰ 1・2年次 １次帯選択希望調査 バイク実技講習会

日本漢字能力検定 1・2年次 2次帯選択希望調査

令和８年度　年間行事計画　【生徒用】 令和８年４月３日
新潟県立十日町総合高等学校

９月４月 ５月 ６月 ７月 ８月



日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等 日 曜 学校行事等

1 木
後期始業式､激励会(ｽｷｰ部)
(5分短1～6限) 1 日 1 火

第4回考査
2年次修学旅行事前学習③(5限L) 1 金 元日 1 月 12年次面談週間③(5分短～5日) 1 月

2 金 第2回実用英語検定(放課後) 2 月 2 水 ２年次振替休日 2 土 2 火 2 火 （火曜１～４限）　（一般選抜追検査）

3 土 3 火 文化の日 3 木 3 日 3 水 1・2年次第3回同和教育学習会(S) 3 水 金曜１～４限

4 日 4 水
同和教育講演会
(1～5限5分短縮拡大6限S) 4 金 ２年次修学旅行① 4 月 4 木 4 木 卒業式予行

5 月 5 木 5 土 ２年次修学旅行② 5 火 5 金 5 金 卒業式

6 火 6 金 6 日 ２年次修学旅行③ 6 水 6 土 6 土

7 水
1年次まちの産業発見塾
（45限産社6限S）※予定 7 土 7 月 ２年次修学旅行④ 7 木

全校集会⑤ 　身だしなみ検査　LHR
1年次課題ﾃｽﾄ 7 日 全商商業経済検定 7 日

8 木 8 日 全商ﾋﾞｼﾞﾈｽ計算実務検定 8 火 ２年次振替休日 8 金
1受験ｶｰﾄﾞ(S)  234基礎力診断ﾃｽﾄ  56授業  3年次
学校生活ｱﾝｹｰﾄ③配布(12日提出15日入力) 8 月 8 月 一般選抜合格発表

9 金 9 月 9 水 心の健康観察(1・2年） 9 土 9 火 3年次登校日 3年次補習① 9 火

10 土 ﾍﾞﾈｯｾ駿台記述模試 10 火 10 木 10 日 10 水 第5回考査(12年次) 3年次補習② 10 水

11 日 11 水 球技大会選手決め（6限L） 11 金 11 月 成人の日 11 木 建国記念の日 11 木 5分短縮授業6限迄

12 月 スポーツの日 12 木 12 土 12 火 12 金 第5回考査(12年次) 3年次補習③ 12 金

13 火 13 金 13 日 13 水 3年次面談週間③(全年次5分短～19日) 13 土 学校閉庁日⑫ 13 土

14 水 14 土 14 月 14 木 14 日 14 日

15 木 月曜授業 15 日 15 火 15 金 15 月 第5回考査(12年次) 3年次追認考査① 15 月 （月曜１，２限）　（2次募集検査）

16 金 16 月 16 水 16 土 大学入学共通ﾃｽﾄ 16 火 第5回考査(12年次) 3年次追認考査② 16 火 （月曜３，４限）　（2次募集合格発表）

17 土 17 火 17 木 17 日 大学入学共通ﾃｽﾄ 17 水 第5回考査(12年次)3年次追認考査予備日 17 水
1限授業(金5) 1年次顔写真撮影・教科書販売
(L3) 2年次WAXがけ・ﾛｯｶｰ移動(L3)

18 日 18 水 第2回同和教育学習会(S) 18 金 ｷｬﾘｱ教育発表会(4～6限、全年次S) 18 月 18 木 18 木
1限授業(金６)　 1年次WAXがけ・ﾛｯｶｰ移動
(L3)　 2年次顔写真撮影・教科書販売(L3)

19 月 19 木 19 土 19 火 19 金 19 金 後期終業式 LHR

20 火 20 金 20 日 20 水 20 土 20 土

21 水 21 土 21 月 21 木 第5回考査(3年次) 21 日 21 日 春分の日

22 木 22 日 全商ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書実務検定 22 火 5分短縮授業 22 金
第5回考査(3年次)
第３回実用英語検定（放課後）

22 月 22 月 振替休日　　年度末休業日（～3/31）

23 金 赤城祭準備（4～6限） 23 月 勤労感謝の日　学校閉庁日⑧ 23 水 球技大会 23 土 学校閉庁日⑪ 23 火 天皇誕生日 23 火

24 土 赤城祭 24 火 24 木 全校集会④  LHR   球技大会 24 日 全商簿記実務検定 24 水 火曜5,6限 24 水

25 日 25 水 月曜授業１～５限　６限LHR 25 金 冬季休業日（～1/6） 25 月 第5回考査(3年次) 25 木 一般選抜本検査 25 木

26 月 赤城祭代休１日 26 木 第4回考査 26 土 26 火 第5回考査(3年次) 26 金 26 金

27 火 27 金 第4回考査 27 日 学校閉庁日⑩ 27 水 第5回考査(3年次)予備日 27 土 27 土

28 水 28 土 学校閉庁日⑨ 28 月 28 木 28 日 28 日

29 木 29 日 29 火 学校閉鎖(～1/3) 29 金
12年次学校生活ｱﾝｹｰﾄ③配布(2/1提出5日入
力)

29 月

30 金
学校生活ｱﾝｹｰﾄ②配布
　(11/2提出9日入力)

30 月 第4回考査 30 水 30 土 30 火

31 土 ﾍﾞﾈｯｾ駿台共ﾃ模試(3年) 31 木 31 日 全商情報処理検定 31 水

1年次　ｽｷｰ実習1日 離任式

１月 ２月１０月 １１月 １２月 ３月


